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質
問
　
公
共
施
設
で
の
太
陽
光

発
電
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
は
。

　
答
弁　

太
陽
光
発
電
を
運
用
し

て
い
る
27
の
公
共
施
設
で
年
間
約

35
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
が
可
能
。

一
般
家
庭
に
す
る
と
約
80
世
帯
分

の
経
費
削
減
が
期
待
で
き
る
。

　
質
問
　
市
庁
舎
の
ゴ
ミ
分
別
や
節

市役所車庫で太陽光発電

経
費
節
減
策
の
効
果
は

太
陽
光
や
節
電
な
ど
で
軽
減

小澤 睦子 
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産
ア
カ
デ
ミ
ー
に
４
人
が
入
校

し
、今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
質
問
　
漁
業
支
援
策
の
成
果
は
。

　
答
弁　

震
災
後
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
き
た
。
震
災
後
に

４
７
５
人
に
減
少
し
た
漁
業
就
業

者
が
、
平
成
30
年
に
は
６
０
１
人

ま
で
増
加
、
回
復
し
た
。
支
援
策

の
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

電
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
削
減
は
。

　
答
弁　

震
災
前
か
ら
行
革
推
進

室
を
設
置
し
、
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
な
ど
、
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
経
費
節
減
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
ゴ
ミ
減
量
の
ほ

か
、
午
前
８
時
半
前
と
昼
１
時
間

の
消
灯
、
エ
レ
ベ
ー
タ
使
用
の
自

粛
な
ど
の
節
電
に
努
め
、
削
減
効

果
が
確
実
に
出
て
い
る
。

障
が
い
者
雇
用
は

　
質
問
　
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
工
賃
の
現
状
と
雇
用
対
策
は
。

　
答
弁　

気
仙
地
域
の
就
労
継
続

支
援
事
業
所
の
平
均
工
賃
は
、
Ｂ

型
事
業
所
で
月
額
２
万
４
３
４
８

円
。県
内
上
位
の
金
額
だ
が
、一
層

の
向
上
が
重
要
。本
市
は
、障
害
者

就
労
施
設
等
か
ら
の
優
先
調
達
方

針
に
よ
り
、
業
務
を
市
内
や
管
内

福
祉
事
業
所
へ
依
頼
し
て
い
る
。

 

給
食
費
の
負
担
軽
減
は

　
質
問
　
学
級
給
食
費
の
負
担
軽

減
策
は
。

　
答
弁　

保
護
者
負
担
を
増
加
さ

せ
な
い
よ
う
、現
在
、内
閣
府
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
す

る
方
向
で
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

漁
業
支
援
策
の
成
果
は

　
質
問
　
震
災
後
の
新
規
漁
業
者

数
の
推
移
は
。

　
答
弁　

震
災
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
に
14
人
が
新
た
に
漁
業
就

業
。
ま
た
、
本
年
度
の
い
わ
て
水

　
質
問
　
困
難
な
生
活
課
題
を
抱

え
る
人
へ
の
相
談
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
答
弁　
相
談
窓
口
は
、
市
福
祉

I 市福祉課窓口

生
活
課
題
へ
の
相
談
体
制
は

市
福
祉
課
な
ど
の
窓
口
で
対
応

係
団
体
へ
の
支
援
、
行
政
と
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。課
題
は
、

支
援
を
必
要
と
し
な
が
ら
届
か
な

い
「
声
な
き
声
」
に
支
援
を
届
け

る
こ
と
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

 

認
知
症
施
策
ど
う
推
進

　
質
問
　
認
知
症
の
人
へ
の
円
滑

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
本
人
や

家
族
の
状
況
把
握
に
用
い
て
い
る

課
や
社
協
の
「
く
ら
し
応
援
窓

口
」、
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
る
。

　
質
問
　
各
種
支
援
制
度
の
狭
間

や
幅
広
い
問
題
を
扱
う
人
材
育
成

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

ま
た
、
課
題
は
何
か
。

　
答
弁　

業
務
に
関
わ
る
職
員
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
国
・
県
主
催
の
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
会
へ
参
加
し
、
支

援
者
と
し
て
の
資
質
を
高
め
、
住

民
が
地
域
内
で
孤
立
す
る
の
を
防

ぎ
、
困
っ
て
い
る
人
に
気
付
く
仕

組
み
作
り
や
相
談
機
能
を
担
う
関

手
法
は
何
か
。
ま
た
課
題
は
何
か
。

　
答
弁　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
ど
の

よ
う
な
」
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
か
、
本
人
の
状

態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流

れ
を
ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
」
を
作
成
し
、
症
状
の
進
行
に

対
応
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
わ
か

り
や
す
く
示
し
て
い
る
。
専
門
職

不
足
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

た
め
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
す

る
な
ど
、
支
援
し
て
い
る
。

　
質
問
　
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
の
配
置
の
効
果
と
課
題
は
。

　
答
弁　

平
成
29
年
度
か
ら
配
置

し
て
お
り
、
認
知
症
の
人
や
家
族

等
へ
の
相
談
支
援
、
関
係
機
関
と

の
連
携
調
整
、
普
及
啓
発
活
動
を

主
に
担
っ
て
い
る
。効
果
と
し
て
、

専
門
知
識
や
経
験
を
役
立
て
た
他

職
員
の
資
質
向
上
、
関
係
者
間
の

連
携
体
制
構
築
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
声
を
反
映
し
た
支
援

の
推
進
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
課
題

は
人
材
の
確
保
と
、
こ
の
取
り
組

み
を
実
効
・
継
続
性
の
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
質
問
　
急
激
な
人
口
減
少
と
年

齢
別
構
成
比
の
変
動
に
つ
い
て
の

分
析
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

人
口
減
少
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
で
県
内
最
大

の
人
的
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

年
齢
別
構
成
比
に
つ
い
て
は
、

土地利用を待つかさ上げ地（高田町）

出
生
率
の
低
下
に
よ
る
15
歳
未
満

の
人
口
減
少
と
、
総
人
口
の
減
少

が
年
齢
別
構
成
比
の
大
き
な
変
動

に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
質
問
　
人
口
減
少
と
復
興
事
業

の
進
捗
と
の
関
わ
り
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

今
回
の
土
地
区
画
整
理

事
業
に
お
い
て
は
、
約
３
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
の
大
規
模
な
事
業
で

あ
っ
た
た
め
、
約
10
年
の
歳
月
を

要
し
た
こ
と
は
、
人
口
減
少
に
多

少
の
影
響
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
こ
の
間
の
各
権
利
者

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ
る

影
響
が
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　
質
問
　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
」
の
人
口
推
移
に
つ

い
て
、
事
業
効
果
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

本
市
の
人
口
の
推
移
は
、

東
日
本
大
震
災
前
の
２
万
３
３
０

０
人
か
ら
、
令
和
２
年
に
は
１
万

８
２
６
２
人
と
な
り
、
21
・
６
％

減
少
し
て
い
る
が
、「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
は

機
能
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
出
生
率
の
低

下
や
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
、
課

題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
施
策
の
追

加
や
見
直
し
も
行
い
、
人
口
減
少

対
策
と
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
を

強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

土
地
の
利
活
用
は

　
質
問
　
高
田
町
と
気
仙
町
の
嵩

上
げ
地
な
ど
、
復
興
事
業
で
生
じ

人
口
減
少
へ
の
対
策
は

　

課
題
多
い
が
取
り
組
み
を
強
化

大坂 　俊
 （翔　　　成）

た
土
地
の
利
活
用
は
ど
う
か
。

　
答
弁　

土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
た
土
地
の
活
用
状

況
は
、現
在
47
％
と
な
っ
て
お
り
、

53
％
は
利
用
見
込
み
が
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。


